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亭主と客人 
 

 

松林を吹き渡る風が、茶室を静かに駆け抜けていく。いにしえの茶人は、釜の湯が沸き立5 

つ音を松風に見立てた。炉には香が焚かれ、非日常の空間が深い香りで満たされていく。障

子越しの光はやわらかく、小間（こま）へ陰影をもたらしている。床の間には、禅僧の書が掛

けられ、時の花が野にあるように生けられている。1 

 

茶道とは文字通り「道」であり、いくつものルールの集大成である。亭主は茶道のルール10 

に則ったしつらえをして、客人の五感すべて － 音、香り、光、味わい、手触り － を満足

させようとする。 

たとえば、冬は客人と亭主との間に炉が切られ、赤く熱した炭火を客人に見せて暖かさを

感じてもらう。夏は大ぶりの水指（みずさし）を用い、水面を見せて涼しさを演出する。これ

らは、すでに確立されている茶道のルールである。季節によって、また道具によって、点前（て15 

まえ）は異なり、すべての所作や配置にルールがあるのが茶道である。茶道は点前というル

ールの積み重ねであり、「もてなしのしくみ」と言ってもよい。 

 

しかし、茶人は「もてなしのしくみ」を知り尽くす一方で、「しくみの限界」がどこにある

かも知っている。客人をもてなすことは、茶道のルールを守るだけでは全く不十分だからで20 

ある。 

亭主が茶会を開く際、おそらくいちばん時間をかけるのは、その茶会のテーマを何にする

かを考え、決めることであろう。それが決まると、亭主は茶道具、掛け軸、花、菓子の取り

                                                  
1このノートは慶應義塾大学ビジネス・スクール MOT実証授業「ケースメソッドで教える授業カリキュラムの開発とマネジメ

ント」の教材とするために、大倉由利子（ケースメソッド教育研究所）が作成した。（2004.12） 


